
Society5.0での学びを支える
先端技術活用教育ロードマップ

静岡県教育委員会

基本方針 国の施策 県の施策

１　情報活用能力の向上と情報モラル教育の推進

　(1) 「情報活用の実践力」､「情報の科学的な理解」､
　　　「情報社会に参画する態度」の習得
　(2) 学校､家庭､地域等の連携による情報モラル教育の推進
　(3) 児童生徒が身に付けた情報活用能力を発揮できる活動
　　　機会等の提供

○学校における情報通信技
　術の活用のための環境の
　整備
○学習の継続的な支援等の
　ための体制の整備

○教職員研修事業

２　情報端末・デジタル機器の整備充実とデジタル
　　教科書・教材の普及促進

　(1) 提示用デジタル機器等の整備充実による、児童生徒一
　　　人一人の能力や特性に応じた学びや、教え合い学び合
　　　う協働的な学習の推進
　(2) 特別な支援を必要とする児童生徒の、障害の状態や特
　　　性等に応じたＩＣＴ活用による、各教科や自立活動等
　　　の指導効果の向上

○デジタル教材等の開発及
　び普及の促進　　　　　　　　　　　
○教科書に係る制度見直し　　　　　　　　　　　　　　　　
○障害のある児童生徒の教
　育環境の整備　　　　　　　　　　　
○相当の期間を欠席する児
　童生徒に対する教育の機
　会の確保

○学びを拡げるICT活用
　事業
○ICT教育推進事業
○新時代の学びを支える
　教育環境充実事業

３　学校・教職員へのサポート体制の充実

　(1) 教育委員会や学校等における情報化推進・相談・支援
　　　体制等の充実
　(2) 教職員研修におけるＩＣＴ活用の促進
　(3) 校務の情報化や標準化による効率化等、教職員の主体
　　　的な改善への意識改革

○学校の教職員の資質向上
○人材の確保等

○高度情報化推進事業
○静岡県学校情報化推進
　事業
○成績処理システム

４　安全・安心な学校づくり

　(1) 第４次被害想定の避難者・避難所の情報伝達、安全管
　　　理体制と防災教育の充実、教育活動に関する記録の安
　　　全な保管等の対策の実施
　(2) コンピュータウィルス対策や個人情報の保護に必要な
　　　情報セキュリティ対策の実施

○個人情報の保護等 ○静岡県教育情報セキュ
　リティポリシー
  (基本方針・対策基準)
○静岡県教育情報セキュ
　リティ実施手順

５　生涯学習の振興支援

　(1) ＩＣＴを活用した､県民への生涯学習に関する情報提供
　　　による､一人一人の学びの機会充実や意欲向上の支援
　(2) ＩＣＴを活用した､図書館等の社会教育施設の利用促進
　　　や､多様な学習環境の充実による生涯学習の振興支援

○国民の理解と関心の増進 ○生涯学習情報管理シス
　テム
○中央図書館総合電算シ
　ステム

６　教育の情報化の着実な推進のための連携

　(1) 市町教育委員会等との連携・協働推進、課題等の共通
　　　認識形成による、教育の情報化推進と「有徳の人」づ
　　　くりの支援
　(2) 教育情報化の費用精査や見直し、事業の連携や統合、
　　　協働による投資効果の最大化

○調査研究等の推進 ○静岡県ICT教育推進協
　議会

３　学校教育の情報化に関する施策 資料１



１　ロードマップの概要

　(1) 目　的
　　  国の「学校教育の情報化の推進に関する法律」を踏まえて、本県の整備計画を示すことにより、学校教育の情報化を推進します。

　(2) 位置付け
　　  平成26年３月に策定した静岡県教育情報化推進基本計画（第２期計画）及び静岡県「ＩＣＴを活用した教育」推進計画で示した位置付けや目標を参酌し、静岡県
　　教育委員会が実施する、教育の情報化に関する施策・事業や、教育の情報化を推進する上での市町教育委員会との連携・共働を図る方向性について示しています。

　(3) 計画期間
　　  国の「ＧＩＧＡスクール構想」による端末整備の年次計画に準じ、令和５年度までに、本県の教育の情報化の目指すべき姿と、総合的かつ計画的に取り組むべき
　　施策・事業に取り組みます。

２　Society5.0での学びを支える先端技術活用教育ロードマップ　新時代の学びを支える教育環境充実事業（公正に最適化された学び）　
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　①　個別最適化された学びのためのクラウド
　　教職員と児童生徒のIDを発行・管理
　　Microsoft / Google のクラウドサービス活用

③　先端技術の効果的活用による授業実践　
　　主体的・対話的で深い学びの実践
　　誰も取り残さない 療養児童の遠隔教育

②   大容量通信を支えるネットワーク
　　各教室１人１台相当の高速ウェブアクセスを実現

静岡県 教育委員会の方針 2020
新時代に対応可能な先端技術の整備

総合的人間力と教育的スキルを併せ持つ
教員の育成（外部との連携強化）

【ＢＹＯＤの常態化】
県立高校・特支高等部で完全実施

県内全ての公立学校で
均一化したＩＣＴ環境の

実現

【市町との協働】
・情報化推進計画
・ICT教育推進協議会

①学校教育情報化推進計画の作成（R05まで）②ICT教育推進協議会の開催（GIGA、先端技術等）

広域・大規模調達の研究・調査
令和元～２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

新学習指導要領（小）
プログラミング教育必修化

新学習指導要領（中）
プログラミング教育充実

新学習指導要領（高）
プログラミング必修(年次)

・アダプティブラーニング
・協働学習
・遠隔授業
・１人１台(１日１回)
・プログラミング教育

・エドテック
・センシング
・学習の履歴管理
・統一ＩＤ管理
・教育ビッグデータ

働き方の可視化
・ネットワーク増強
・ICT指導力の向上
・校務支援システム
・セキュリティ確保
　（ｸﾗｳﾄﾞｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ）

質の高い授業

個別最適化子供の学び方

先生の教え方

学校での働き方

国補助金事業
　☆ＧＩＧＡスクール構想の実現【全国の小中高特】
　　・校内通信ネットワーク　・児童生徒１人１台端末
　R01-02（2,318億円）

・校内通信（無線AP）
　小・中・高・特
・１人１台端末
　小５～中１　

R03
・１人１台端末
　中２～中３　

R04
・１人１台端末
　小３～小４　

R05
・１人１台端末
　小１～小２　

県立及び市町の小中学校（特支）に2/3（１台4.5万円端末を整備）

・学びを拡げるＩＣＴ活用事業（R02 大型提示装置、R03まで）
・NES2022（サーバ⇒クラウド化、高速通信インフラ完成）   
　　　　　　　　　教育ビッグデータへの対応

 【県事業の展開】

ＢＹＯＤ実現に向けた検証（県立高校・特支高等部）

R02 国実証事業
（２事業にエントリー）
★遠隔教育システム活用（特別支援）
★先端技術の効果的な活用

・市町、全国自治体との情報共有(WS開催等)
・ＡＩ教材等の先端技術の導入を企業と連携して検討

・タブレット保護者負担の方策
・保護者の意識調査
・教科書、教材のデジタル化等

紙の教科書
手書きのノート

黒板とチョーク

多様な子どもたちへ
一斉授業

紙による連絡 資料の集計

眠ったままの使われない資料

グーンと伸びる！

資質・能力

デジタル教科書で動画、
拡大、読み上げ

１人１台
環境の実現

友達と
共有・協働

学習記録を写真や
動画で記録

主体的・対話的で
深い学び

EdTech(エドテック)

個別最適化された学習
エビデンスに基づく授業

ズバッとわかる！

個々に応じた指導

一人ひとりの学習履歴
(ポートフォリオ)を共有

カリキュラム・
マネジメント

会議の削減
自動集計(RPA)

AIによる分析

パッと帰る！

効率よい職場


